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【年通号数】公開・登録公報2006-024
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【国際特許分類】
   Ａ０１Ｃ  11/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｂ  63/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３２０Ｔ
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３２０Ａ
   Ａ０１Ｃ  11/02    ３２２Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月30日(2009.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　旋回操作に応じて圃場を旋回走行しうる機体と、この機体に対して昇降可能に支持され
て作業位置で圃場作業をするとともに均平整地用のフロートを備えた作業部と、この作業
部について旋回操作の検出に応じて非作業位置への上昇、作業位置への下降の各動作を旋
回走行過程の所定のタイミングで動作制御する制御部とを備えた圃場走行作業用農作業車
において、
　旋回走行過程における所定の下降位置（Ｎ１）に到達したにも拘らず、下降しない場合
は警報出力する構成とすることを特徴とする圃場走行作業用農作業車。
【請求項２】
　上記作業部のフロートに圃場作業対象となる土壌の高さ位置を感度調節可能に検出する
フロートセンサを設け、このフロートセンサの感度と連動して上記作業部の下降動作のタ
イミングを変更することを特徴とする請求項１に記載の圃場走行作業用農作業車。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　解決しようとする問題点は、圃場の往復作業走行の折返し部に来た際に、農作業装置の
下降タイミングの調節を含む作業部の取扱いを要することなく、また旋回操作の検出に応
じて非作業位置への上昇、作業位置への下降の各動作の一連の処理における動作異状に対
してはオペレータの対応が可能となるようにすると共に、土壌の硬度に応じた機器制御に
より旋回走行跡の荒れに適切に対処することができる圃場走行作業用農作業車を提供する
ことにある。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１に係る発明は、旋回操作に応じて圃場を旋回走行しうる機体と、この機体に対
して昇降可能に支持されて作業位置で圃場作業をするとともに均平整地用のフロートを備
えた作業部と、この作業部について旋回操作の検出に応じて非作業位置への上昇、作業位
置への下降の各動作を旋回走行過程の所定のタイミングで動作制御する制御部とを備えた
圃場走行作業用農作業車において、旋回走行過程における所定の下降位置（Ｎ１）に到達
したにも拘らず、下降しない場合は警報出力する構成とすることを特徴とする。
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、上記作業部のフロートに圃場作
業対象となる土壌の高さ位置を感度調節可能に検出するフロートセンサを設け、このフロ
ートセンサの感度と連動して上記作業部の下降動作のタイミングを変更することを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の圃場走行作業用農作業車は以下の効果を奏する。
　請求項１の発明により、上記機体はオペレータの旋回操作に応じて圃場を旋回走行し、
制御部は上記旋回操作の検出に応じて作業部の非作業位置への上昇、作業位置への下降の
各動作を機体旋回走行過程の所定のタイミングで動作制御する。旋回走行過程における所
定の下降位置（Ｎ１）に到達したにも拘らず、下降しない場合は警報出力するので、旋回
操作の検出に応じて非作業位置への上昇、作業位置への下降の各動作の一連の処理におけ
る動作異状に対してはオペレータの対応が可能となる。
　請求項２の発明により、請求項１の発明の効果に加えて、作業部のフロートに設けたフ
ロートセンサは圃場作業対象となる土壌までの高さ位置を感度調節可能に検出し、このフ
ロートセンサの設定感度と連動して作業部の下降動作のタイミングが変更され、そのタイ
ミングで作業部のフロートが下降動作して旋回走行跡を均平整地する。
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